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日頃の釜ヶ崎講座へのご支援、ご協力に厚く感謝申し上げます。 

 今回の釜ヶ崎講座ニュース NO５７では、「第２４回釜ヶ崎講座講演のつどい」の予告と成功裡に

終わりました第４９回越冬闘争並びに第５０回釜ヶ崎メーデー等の報告です。 

 

 

１． 第２４回釜ヶ崎講座講演のつどい 

  ５月２５日（土）エル大阪で開催します。 

テーマ ： ユニバーサル就労ですすめる 

           地域（釜ヶ崎）の仕事つくり 

講師 ：  富田一幸さん  株式会社 ナイス取締役 

日時 ： ２０１９年５月２５日（土）１８時３０分から２１時（１８時開場） 

会場 ： エル大阪７０９号室 （大阪市中央区北浜東３－１４） 

参加費 ： 500円（資料代） 
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                            エル大阪☎ ０６－６９４２－０００１ 

アクセス ： 大阪地下鉄・京阪電車「天満橋駅」より西へ３００M 

 大阪地下鉄堺筋線・京阪電車「北浜駅」より東へ５００M 

 

 今回の釜ヶ崎講座講演のつどいは障碍（しょうがい）者の方や生活困窮者の方、それらの人々に

どう仕事の仕組みを提供していくのかの学習の場です。この 3月、大阪府の「ハートフル条例」が改

正、発展的に成立しました。障碍者の法定雇用率の達成等のため事業主に種々の取り決めが義

務化されました。行政・事業主・市民（団体・組織）の仕事つくりの場面における一体化が促進して

いく条件が新たに出来つつあります。「ユニバーサル就労」といわれる地方自治体の条例化を１つ

の形態としながら公的就労を手始めに静岡・富士市などをモデルとしながらの取り組みが全国で進

んでいます。大阪（釜ヶ崎）での就労困難者の仕事つくり事業の第 1人者、富田一幸さんを今回、

講師にお招きして、NPO釜の松本さんの報告を交えながの熱いトーク・学習の場を設定したいと思

います。どうかご来場宜しくお願いします。 

 

 

 

２． これまでの活動の報告 

① 第４９回釜ヶ崎越冬闘争 ～釜ヶ崎講座は連帯して期間中の諸行動に参加。 

2019年新春釜歩きツアーは約 20名で地区内をウォークして学習 

 最後は越冬祭りに合流。諸行動の中、越冬闘争の意義を認識する～ 

 

 ２０１８年末より新年１月４日まで第４９回釜ヶ崎越冬闘争が闘われました。今回も期間中、北シェ

ルターを中心に３４４名の仲間が生きていくため「臨泊」し、連日１００名を超える野宿せざるをえな

い人々の状態が生み出されました。実行委員会が中心となり命を守り抜きました。新年４日のお礼

参り（対府・市要望行動）ではセンター移転に伴う就労・居場所をめぐる諸要求とその確実な実行

の約束を迫り、回答を約束させました。新センター完成へ向けての命・暮らしを守る闘いは続きま

す。 

 また釜ヶ崎講座は新年３日午後より、水野阿修羅さんの案内で釜歩きツアーを行い、２０名をこえ

る参加者とともに、釜ヶ崎の諸側面を見て歩きました。今話題の星野リゾート・ホテル予定地、旧馬

淵生活館跡地を歩き、外国人労働者の増大の中でも、対立ではなく共生と尊重の生活文化を私

達は追求することが大切と水野さんは語りました。参加された方々は街の変化の中、そこに暮らす

人々の生活に深く関心を持っており、その種の質疑が集中した今回のツアーでした。参加者のみ

なさん、ご苦労様でした。水野阿修羅さん、今回もありがとうございます。 

 



②  第５０回釜ヶ崎メーデー、たたかわれる。 

 

 ～みんなが安心して使えるセンターを勝ち取ろう 

    まずは仕事の確保を、月１３日働いて生き暮らせる仕組みを創れ 

  切実な要求かかげ地区内を１６０名でデモンストレーション行動。～ 

                                                

  

去る５月１日、第５０回釜ヶ崎メーデーが萩之茶屋小学校跡地の一角を会場として開催され、１６０

名の労働者、支援の人々で成功裡に行われました。「耐震基準に堪えないセンターにかわる新し

い施設は、これからも釜当該の労働者、住民が利用していく。そしてその要求と対策の創造をこれ

からも闘う中で担っていく」と釜日労・山中委員長が集約してデモにうつりました。ちなみに最大の

労働者数を誇る連合は今年「天皇代替わり儀式」に遠慮して５月１日のメーデーをやめました。（4

月２７日に変更） シカゴの労働者を中心に１８８６年のアメリカの労働者決起が５月１日メーデーの

はじまりです。誇りある歴史の継承を途絶えさせてはなりません。 

                                            以上この項おわり。 

 

 

 

 

 

 

 ◆ 最後に ◆ 

 

    会員、読者のみなさん、 講座事務局です。いつも会費、カンパをありがとうございます。 

紙面をかりまして御礼申し上げます。釜ヶ崎講座は皆さんのカンパで運営いたしております。 

  この度も振り込み用紙を同封させてもらっておりますので宜しくお願いいたします。 

  

 

 


